
 

市
内
10
地
区
で
１
月
よ
り
先
行
し
て
実
施

し
て
い
た
製
品
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の
分
別
収
集

を
、
い
よ
い
よ
４
月
３
日
（
月
）
か
ら
市
内
全

域
で
開
始
し
ま
す
。 

 

こ
れ
ま
で
焼
却
処
分
さ
れ
て
い
た
ハ
ン
ガ
ー

等
の
製
品
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
も
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク

製
容
器
包
装
と
一
緒
に
赤
い
指
定
袋
で
排
出
い

た
だ
く
こ
と
で
、
資
源
と
し
て
リ
サ
イ
ク
ル
さ

れ
、
新
た
な
製
品
に
生
ま
れ
変
わ
り
ま
す
。 

 
 ① 

収
集
の
対
象 

 

一
番
長
い
部
分
が
お
お
む
ね

３０

セ
ン
チ
以
内

の
製
品
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
（
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
素
材

1
0

0
%

の
も
の
に
限
る
）
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製

容
器
包
装 

② 

収
集
日 

 

現
在
の
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
容
器
包
装
の
日

（
週
１
回
）
か
ら
変
わ
り
ま
せ
ん
。 

           

第98号（2023年3月号） 

１ 仙台メビウス通信 №98 

この通信もリサイクルできます。「雑がみ」として分別しましょう。 

仙台メビウス通信 №98 

ごみ減量・リサイクル

推進啓発キャラクター 

メビウスちゃん 

●編集・発行 仙台市環境局家庭ごみ減量課 
●電   話 ２１４－８２２７ 

４月から製品プラスチックの分別収集が始まります！  ·········· １Ｐ 

廃乾電池の適正な排出にご協力をお願いします ············· ２Ｐ 

仙台市環境局からのお知らせ ····················· ３Ｐ 

排出実態調査を実施しました ····················· ４Ｐ 

４ 

③ 

分
別
の
名
称 

 

「
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
資
源
」
と
な
り
ま
す
。 

※
赤
い
指
定
袋
の
名
称
も
変
更
と
な
り
ま
す
。

「
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
資
源
」
指
定
袋
は
３
月
下
旬

頃
よ
り
、
順
次
店
頭
で
購
入
で
き
る
よ
う
に
な

る
見
込
み
で
す
。
現
在
の
「
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製

容
器
包
装
」
の
指
定
袋
も
引
き
続
き
使
用
可
能

で
す
。 

 
 

④ 

注
意 

 

表
面
が
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
で
も
、
小
型
充
電
式

電
池
は
入
れ
な
い
で
く
だ
さ
い
。
火
災
の
原
因

と
な
り
ま
す
。 

 

皆
さ
ま
の
分
別
へ
の
よ
り
一
層
の
ご
協
力
を

お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

        

（
問
）
廃
棄
物
企
画
課 

２
１
４-

８
２
３
０  

         

 

第98号（2023年3月号） 

排出実態調査を実施しました 
 令和4年10月にご協力いただきました「排出実態調査」について、524名の推進員の方々

とその他1,572名の方々に1,108カ所の調査を実施していただきました。調査にご協力いた

だいた皆さま、大変ありがとうございました。 

 令和4年12月末までの回答により集計しましたので、皆さまに結果をご報告いたします。 

４
月
か
ら
製
品
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の 

 
 
 
 
 
 

分
別
収
集
が
始
ま
り
ま
す
！  

 

■
各
区
環
境
事
業
所
連
絡
先
一
覧 

青
葉
環
境
事
業
所

 
 

２
７
７-

５
３
０
０ 

宮
城
野
環
境
事
業
所 

 

２
３
６-

５
３
０
０ 

若
林
環
境
事
業
所

 
 

２
８
９
‐２
０
５
１ 

太
白
環
境
事
業
所 

２
４
８
‐５
３
０
０ 

泉
環
境
事
業
所

 

７
７
３
‐５
３
０
０ 

  調査の結果、ほとんどの調査で６割以上は適正に排出されています。しかしながら、ペット

ボトルについて５割弱の集積所で半分以上がつぶされていないという結果となっています。ペッ

トボトルはつぶさないとかさが増してしまい、より多くの回収容器が必要となってしまいます。

収集作業の効率化のために、あらためてペットボトルつぶして出していただくことの周知にご協

力をお願いいたします。  

   （問）家庭ごみ減量課 ２１４－８２２７ 

 【集積所の状況】 

 

①場所 車道上 38.6% 歩道上 21.2% その他 40.2%   

②形状 
工作物  85.6％  

（鳥獣対策あり）  
工作物 1.7%  

（鳥獣対策なし）  
工作物なし  12.3% 

（鳥獣対策あり）  
 工作物なし  0.4% 

（鳥獣対策なし） 

③利用者 戸建住宅 48.1% 
共同住宅 10.5% 

（主に複数世帯） 
共同住宅 3.4% 

（主に単身世帯）  
左記3つの混在 38.0% 

④世帯数 1～9世帯 7.7% 10～19世帯 29.9% 20～29世帯 30.0% 30世帯～ 32.4% 

【家庭ごみの排出状況】 

 

①指定袋の使用割合 
指定袋を使用  

98.5% 

指定袋以外を使用 

 1.5% 
   

②指定袋のサイズ内訳 大 29.4% 中 36.4% 小 22.5%  特小 11.6% バケツ 0.1% 

③資源物の混入状況 混入なし 90.1% 混入が目立つ 9.9%     

④混入物の内訳 紙類 57.8% プラ容器 34.3% 缶びん等 7.9%   

【缶・びん・ペットボトルについて】 

 

①フタが外されている（ペット） ９割以上 67.4% ８～６割 23.6% ５割未満 9.0% 

②ラベルがはがされている（ペット） ９割以上 58.9% ８～６割 31.1% ５割未満 10.0% 

③つぶされている（ペット） ９割以上 12.8% ８～６割 39.5% ５割未満 47.7% 

④つぶされていない（缶） ９割以上 69.8% ８～６割 22.6% ５割未満 7.6% 

⑤フタが外されている（びん） ９割以上 58.1% ８～６割 30.1% ５割未満 11.8% 

⑥きれいな状態 ９割以上 67.7% ８～６割 28.1% ５割未満 4.2% 

 

 

【プラスチック製容器包装の排出状況】 

 

①指定袋の使用割合 
指定袋を使用  

98.9% 

指定袋以外を使用  

1.1% 
  

②指定袋のサイズ内訳 大 32.0% 中 46.9% 小 20.7% 発泡スチ 0.4% 

③プラ製容器包装以外の混入状況 混入なし 94.3% 混入が目立つ 5.7%    

④混入物の内訳 プラ製品 43.8% 汚れ物 21.0% 家庭ごみ18.5% 缶びん等 16.7% 

【紙類について】 

 

①品目別に分類している ９割以上 65.3% ８～６割 28.2% ５割未満 6.5% 

②ひもで十文字に縛られている ９割以上48.9% ８～６割 36.2% ５割未満 14.9% 

2月にこの表紙のリーフレッ

トを全戸配布しています（先

行地区含む）。詳しくは、そ

ちらをご覧ください。 



３ 仙台メビウス通信 №98 仙台メビウス通信 №98 ２ 

 

 

♦
庭
木
の
せ
ん
定
枝
の
回
収
・リ
サ
イ
ク

ル
を
通
年
で
実
施
し
ま
す  

 

ご
家
庭
で
せ
ん
定
し
た
庭
木
の
枝

や
幹
の
回
収
・
リ
サ
イ
ク
ル
事
業
に

つ
い
て
、
こ
れ
ま
で
期
間
限
定
で
実

施
し
て
い
ま
し
た
が
、
４
月
か
ら
は

通
年
で
実
施
し
ま
す
（
無
料
）
。 

 

回
収
し
た
せ
ん
定
枝
は
チ
ッ
プ
化

し
、
資
源
と
し
て
再
利
用
し
ま
す
。

引
き
続
き
本
事
業
の
周
知
等
に
ご
協

力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

【
申
込
方
法
】 

■
戸
別
収
集 

事
前
に
粗
大
ご
み
受
付
セ
ン
タ
ー

（
７
１
６-

５
３
０
１
）
へ
お
電
話

で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。 

申
込
期
間
：
令
和
５
年
４
月
～
通
年

（
土
日
、
12
月
29
日
～
１
月
３
日

を
除
く
） 

■
処
理
施
設
へ
の
自
己
搬
入 

 

事
前
に
お
住
ま
い
の
区
の
環
境
事

業
所
（
電
話
番
号
は
P.1

参
照
）
へ

お
電
話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。 

※
通
年
で
受
付
し
ま
す
（
土
日
祝
、

12
月
29
日
～
１
月
３
日
を
除
く
）

【
そ
の
他
】 

 

枝
は
、
家
庭
ご
み
と
し
て
出
す
こ

と
も
で
き
ま
す 

（
１
回
１
束
ま

で
：
長
さ
80

セ
ン
チ
以
内
、
直
径

30
セ
ン
チ
以
内
）
。 
 

事
業
者
が
せ
ん
定
を
行
っ
た
場
合

は
、
本
事
業
の
対
象
と
は
な
り
ま
せ

ん
。
事
業
ご
み
と
し
て
適
正
な
処
理 

を
す
る
こ
と
が
必
要
で
す
。 

 

本
事
業
に
つ
い
て
、
詳
細
は
市

ホ
ー
ム
ぺ
ー
ジ
（
サ
イ
ト
内
検
索
で

「
せ
ん
定
枝
」
と
検
索
）
を
ご
覧
く
だ

さ
い
。 

（
問
）
廃
棄
物
企
画
課  

 
 

 
 

 
 

 
 

２
１
４-

８
２
３
０ 

       

◆
無
許
可
の
ご
み
回
収
業
者
に
ご
注

意
く
だ
さ
い  

 

家
庭
か
ら
出
さ
れ
る
電
気
製
品
や

粗
大
ご
み
な
ど
を
、
廃
棄
物
を
処
理

で
き
る
許
可
が
な
い
業
者
に
回
収
を

依
頼
し
て
し
ま
い
、
料
金
ト
ラ
ブ
ル

に
な
る
事
例
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま

す
。
引
っ
越
し
な
ど
で
出
る
粗
大
ご

み
な
ど
を
処
分
す
る
際
に
は
、
無
許

可
の
ご
み
回
収
業
者
に
は
依
頼
し
な

い
よ
う
ご
注
意
く
だ
さ
い
。
廃
棄
物

の
許
可
に
つ
い
て
不
明
な
と
き
は
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。  

（
問
）
事
業
ご
み
減
量
課  

 
 

 
 

 
 

 
 

２
１
４-

８
６
７
９ 

 
 ◆

冬
眠
明
け
の
ク
マ
に
注
意
！    

  

山
間
地
で
は
、
春
は
冬
眠
か
ら
目
覚

め
た
ク
マ
が
山
菜
な
ど
の
エ
サ
を
求
め

て
、
人
里
近
く
に
出
没
す
る
こ
と
が
あ 

     

 

◆
朝
顔
な
ど
の
種
子
を
無
料
配
布
～
緑
の

カ
ー
テ
ン
で
夏
を
涼
し
く
～ 

  

町
内
会
等
の
団
体
や
施
設
、
ご
自
宅

な
ど
で
緑
の
カ
ー
テ
ン
設
置
に
取
り
組

ん
で
み
た
い
方
に
種
子
を
無
料
配
布
し

ま
す
。
ご
希
望
の
方
は
、
以
下
の
配
布

場
所
ま
で
お
越
し
く
だ
さ
い
。
そ
の
他

の
配
布
場
所
に
つ
い
て
詳
し
く
は
お
問

合
せ
く
だ
さ
い
。
（
無
く
な
り
次
第
終

了
し
ま
す
） 

配
布
場
所
：
環
境
局
環
境
共
生
課
（
仙

台
市
青
葉
区
二
日
町
６-

１２ 

Ｍ
Ｓ
ビ
ル

5
階
）
、
せ
ん
だ
い
環
境
学
習
館
た

ま
き
さ
ん
サ
ロ
ン
（
仙
台
市
青
葉
区
荒

巻
字
青
葉
４
６
８-

１
）
ほ
か
。 

配
布
種
子
： 

ゴ
ー
ヤ
、
西
洋
朝
顔
、

風
船
か
ず
ら 

 

な
お
、
最
新
情
報
は
仙
台
市
環
境
局

公
式
イ
ン
ス
タ
グ
ラ
ム
か
ら
ご
覧
い
た

だ
け
ま
す
。  

             

（
問
）
環
境
共
生
課  

 
 

 
 

 
 

 
 

２
１
４-

０
０
０
７ 

り
ま
す
。
ク
マ
は
雑
食
性
の
た
め
、
生

ご
み
に
引
き
寄
せ
ら
れ
る
こ
と
も
あ
り 

ま
す
の
で
、
屋
外
に
長
時
間
生
ご
み
を

放
置
せ
ず
、
ご
み
を
出
す
と
き
は
臭
い 

が
も
れ
な
い
よ
う
気
を
付
け
ま
し
ょ 

う
。 

 

ク
マ
は
、
早
朝
や
夕
方
に
活
発
に
活

動
し
ま
す
。
万
が
一
ク
マ
に
出
会
っ
た

場
合
に
は
慌
て
ず
、
向
き
合
っ
た
ま
ま

ゆ
っ
く
り
後
退
し
ま
し
ょ
う
。
ま
た
子

グ
マ
を
見
掛
け
た
ら
、
近
く
に
母
グ
マ

が
い
る
こ
と
が
多
い
た
め
、
絶
対
に
近

づ
か
な
い
で
く
だ
さ
い
。 

 

な
お
、
ク
マ
に
関
す
る
情
報
は
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（
サ
イ
ト
内
検
索
で

「
ツ
キ
ノ
ワ
グ
マ
対
策
」
と
検
索
）
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。 

                 

（
問
）
環
境
共
生
課 

 
 

 
 

 
 

  

２
１
４-

０
０
１
３ 

   

右記のホームページには

こちらの二次元コードか

らアクセスできます。 

仙

台

市

環

境

局 

か
ら
の
お
知
ら
せ 

 全国的に小型充電式電池による火災事故が発生しており、仙台市においても、リチウムイオ

ン電池によるごみ収集車の火災が複数件発生し、ごみ収集車の損害や収集作業の遅れなどの影

響が出ています。 
 

 

対象品目  

 

廃乾電池の適正な排出にご協力をお願いします  

クマの習性や対策等

を動画でもご紹介し

ています。 

廃乾電池の出し方 

①電極や端子部分に透明なテープを貼り絶縁してください。 

②まとめて透明な袋に入れてください。 

③「缶・びん・ペットボトル、廃乾電池類」の収集日に、 

黄色の回収容器に入れてください。 

家電量販店等の回収協力

店へ持ち込むことも可能

よ！ 

●小型充電式電池（二次電池） 

次の3種類に限り出すことができます。 

 

 

 

 

※電動アシスト付自転車のバッテリーも出せます。 

※自動車・オートバイなどの鉛蓄電池は出せませんので、販売店やメーカー、バッテリーリサ

イクル協力店にご相談ください。   

このリサイクルマークが              

目安よ！ 

●その他 

電池・バッテリーを本体から容易に取り外せない機器は、そのまま出すことができます。 

例）・スマートフォン ・加熱式たばこ ・ワイヤレスイヤホン ・モバイルルーター 

・モバイルバッテリー ・電動歯ブラシ など 

※30ｃｍを超えるものは粗大ごみ受付センター（電話022-716-5301）へ収集を申し込んで

ください。 

※付属品（ＡＣアダプタ、ケーブルなど）はスーパーマーケット等の店頭に設置してある小型家

電回収ボックスへ） 

たまきさんサロンでの設置例 
環境局公式 

Instagramアカウント 


